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総合計画市民検討協議会 第７回報告書（ 都市基盤・産業部会 ） 

記録者 吉岡 知洋 場所 市役所北庁舎第１～３会議室 

開催日時・場所 平成２４年 ５月 １２日（土） 午前９時３０分 ～ 正午 

出席者 

（ １３ 名） 

明石 光子 足立 和代 市川 純一 齋藤 秀雄 

増田 英一 森田 敏雄 山田 和夫 山田 政明 

後藤 直樹 須田 茂也 曽田 昇吾 山田 敦 

吉岡 知洋    

傍聴者 なし 

 

１．まちづくりの基本理念の見直しについて 

現計画 
まちづくりにあたって、市民が主体で、みんなにやさしく、安心で快適に暮らす

ことができるよう「人間性の尊重」を基本理念とします。【総合計画 290ページ】 

見直しの視点 

第1章 基本構想の見直しの論点 

 ● まちづくりの基本理念について 

 ○ 「より洗練されたまちづくりを目指して（インフラ、行政サービス及び地

域コミュニティの質の向上）」 

    ※ 府中の資産を、「もっと」、「さらに」活かす 

 

   ・安心・安全：自然災害に強いまちづくり、情報の迅速化、防犯 

      

   ・交流：人口増加に対する新旧市民の交流 

 

・自然・歴史：（桜、けやき）並木の整備 

桜並木の（文化、グルメ、お洒落）スポット発信 

 

   ・誇り：府中市の個性、市民が府中市を語れる 

 

   ・観光：行きたいまち、住みたいまち、歴史の活用、特産品 

  

 

 

 

●は例示です。この他のタイトルもあれば追加してください。 
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２．都市像の見直しについて 

現計画 

心ふれあう 緑ゆたかな 住みよいまち 

※府中らしさが感じられるか、ふるさと意識を持てるかなどの観点を踏まえて検

討してください。                【総合計画 290 ページ】 

見直しの視点 

●追加すべき内容・キーワードは 

 ○ 「より洗練されたまちづくりを目指して（インフラ、行政サービス及び地

域コミュニティの質の向上）」 

    ※ 府中の資産を、「もっと」、「さらに」活かす 

 

 

● 新たな都市像 

 

 ◎ 行きたい街＝住みたい街 

   地域住民の愛着度の高いまち＝観光で人気のあるまち 

 

 ○ 市の個性と繋がり 

   ・世代間を超えての繋がり 

   ・継続維持 

   ・個性の尊重と協調性 

   ・安心、安全、市民の笑顔の多いまち 

 

 ○ 地域との繋がり 

   ・府中の個性 

   ・歴史のあるものの活用 

   ・若者が集まるまち 

 

 

● まちづくりの主な課題 

１） 個性的で魅力的な都市景観の創造 

      

２） 地域の高度情報化の推進 

 

● 土地利用 

  第１回報告書のとおり。 

 

 

●は例示です。この他のタイトルもあれば追加してください。 

 

事務局への連絡事項 

特になし。 

 

 

 

 

 

 


